
〜

年2025

4月6日日

4月15日火

飲
酒
運
転
は
ダ
メ危

険
な
横
断
は
や
め
よ
う

自
転
車
の
ル
ー
ル
を
守
ろ
う
！

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
が
命
を
守
る

女子スケートボーダー

赤間 凛音
あか　ま　　 り　  ず

選手
東北高等学校

宮城県警察ホームページ内
交通企画課サイトはこちらから⬆

宮城県ホームページ内
「令和7年春の交通安全県民総ぐるみ運動」

コンテンツはこちらから⬆
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は交通事故死ゼロを目指す日木１０月 日4
宮城県・宮城県警察



信号機のない横断歩道では…
手を挙げてサイン（合図）

止まってくれた車には…
サンクス（感謝）

～サイン・サンクス運動～

して、
安全を確認してから渡り

を伝えましょう。

１ 車道が原則、左側を通行
   歩道は例外、歩行者を優先
２ 交差点では信号と一時停止を
   守って、安全確認
３ 夜間はライトを点灯
４ 飲酒運転は禁止
５ ヘルメットを着用

自
転
車
安
全
利
用
５
則

　令和６年中の交通死亡事故は47件47人で、前年と
比べて＋３件±０人でした。

　ドライバーは、信号機のない横断歩道では安全な速度で
進行しながら歩行者の有無を確認します。
　横断中または横断しようとする歩行者が近くにいるときは
必ず一時停止しましょう。

　飲酒運転は犯罪です。
　運転する人だけでなく、飲酒運転をするおそれのある人に車
を貸したり、飲酒運転の車に同乗する行為も、飲酒運転を容認
する悪質な違反となります。

　65歳以上の高齢者が死亡する交通事故は、26件
26人で、死者の約６割（55.3％）を占めました。自転車
の死者６人全てが高齢者となっています。

県内の交通事故発生状況（令和６年中）県内の交通事故発生状況（令和６年中）

自転車の交通ルールを守ろう自転車の交通ルールを守ろう

みんなでかぶろう
ヘルメット

●死亡事故が増加

●交通事故死者の約６割が高齢者

　過去５年間（令和２年～令和６年）の自転車乗車中の死傷
者のうち、ヘルメットを着用していた人の割合はわずか9.4％に
すぎず、ヘルメット非着用の死者は20人にのぼります。
　令和６年に実施した自転車ヘルメット着用状況の
全国調査で、宮城県のヘルメット着用率は13.1％と、
全国平均（17.0％）を下回っています。
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横断歩道は歩行者が優先です横断歩道は歩行者が優先です

危険な横断
はやめよう！

危険な横断
はやめよう！

～てをあげて  くるまにおしらせ  ぼくはここ～

～ヘルメット  かぶるあなたは  かっこいい～

飲酒運転はしない  させない  許さない！飲酒運転はしない  させない  許さない！
～飲む前に  車じゃないよね？  再確認～

飲酒運転は
犯罪です!!


